「いちばんいい時期」
　　　　　

あさくら　ゆみ（ペンネーム）
　私はもう孫がいるおばあちゃんです。もしもう一度私に一回だけ時間を取り戻すチャンスをあげると言われたら、迷わず「子育ての時期」をお願いするでしょう。思えば一番いい時でした。私という人間をこの時以上に必要としてくれるもう一人の人間がいてくれる時は、一生の中で他にあるでしょうか。
　　いつもお母さんが仕事にいく時
　　顔いっぱいに涙を流し
　　顔いっぱいに口を開けて
　大きな声で泣くのね
「バイバイ」を知っているはずなのに
この時だけは絶対に「バイバイ」をしないのね
お母さん、あなたの泣き声を背中いっぱいに受けて
振りきるように家を出ていくけれど
耳の奥でいつまでもあなたの声が響いている
お母さんの身体を二つに切って、お家に置いときたいと思うのよ。
お母さんが二つになれればいいのに
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そうしたら一目散に走って行って
泣いているあなたにほおずりできるのに
でもやっぱりお母さんはたった一人
「いってきまーす」って目を閉じて
毎朝でかけていくのです。
　　　　　もうすぐ一年四か月です
自分の靴をしっかり両手に抱え
素足で私を追いかけてくる
顔中涙まるけで追いかけてくる
「裸足で下へ降りちゃだめ」っていってあるのがわかっているのか
いつも胸に二つの靴を抱えている
胸に抱えたぼくの靴
大切な大切なぼくの靴
　　　　　もうすぐ二歳です
　産前産後休暇が六週間しかなかった時代に、仕事と育児の両立をすることは厳しいものがあり、子どもにもいっぱい淋しい思いをさせて今でも胸が痛む時
があります。しかし、与えられた短い子どもとの時間を、大変貴重に感じ大切にできたことも確かです。母なればこそ、わが子から湧き出るキラリと光ることばをこの両手ですくえるのです。
　　わぁーい　でんしゃだ　でんしゃだ
　　ガッタンコ　ガッタンコ
　（兄が洗濯かごに弟を乗せて台所をひっぱりまわしている。弟はいかにも不安そう。私が料理している所へきて）
　　お母さん駅に着きました
　　ガス駅に着きました
　　さぁ鉄橋を渡りまーす
　　トンネル（食卓の下）を通りまーす
　　またお母さん駅に着きました
　　なかなか忙しくてかまってあげられなかった私ですが、兄弟で遊びを見つけて楽しんでいました。
　　兄と弟が手をつないで歩いている
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　　ドロドロのパンツにベタベタの服
　　私の後ろを追いかけてくる
　　二人とも私の子供
　　必死に生きてきたけれど
　　悲しみもいっぱいあったけれど
　　私にはこの二人がいる
　　大きくなった
　　可愛くなった
　　たくましくなった
　　泥まみれになっても
　　心がズタズタにされても
　　私はこの二人の子供たちの手によってはいあがれるような気がする
　　いえ　はいあがれるという自信が今ならもてる
　　目を閉じれば、兄と弟が手をつないで私の後ろをついてくる
　　　　　　兄四歳九か月　弟一歳六か月
　　　今子育て中のみなさん。わが子のこの時期にしか発しない素敵なことばの数々をちょっとの時間さえあればできますので、お帳面に書き留めておいてみませんか。後日読み返してみると、子どもってすごいなあって改めて思います。
また子育ての時期をどのように子どもと向き合ったかというのは、自分の人生を充実できたかどうかを左右するほど大きな価値あることだと、今になって思います。子どものためではなく、自分のための大切な時期です。どうぞいっぱい楽しんでください。
つい赤ちゃんを抱いたり、子供と手をつないで歩いたりしているお母さんを見かけると、「一番いい時ですね」って声をかけてしまいます。自分の子育てにはまだまだ忘れ物をしてきたような気がします。できることなら、もう一度あの素晴らしい時間をいただけたらとかなわぬ願いをもつ私です。
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